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リクルートワークス研究所 ―2023 年の働き方の総括―

日本の働き方の指標「Works Index 2023」を発表 

残業時間の縮減や休暇取得が進み、ワークライフバランスは向上 

女性の正規雇用率は高まり、就業の安定も上昇 

株式会社リクルート（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：北村 吉弘）内の、人と組織に関する研究機

関・リクルートワークス研究所は、全国およそ 5 万人の同一個人の就業実態を毎年追跡調査する「全国就業

実態パネル調査（JPSED）」を実施しています。この結果より、日本における働き方を 5 つの側面から可視化

し、独自に評価した「Works Index」を作成しています。このたび 2023 年の結果がまとまりましたのでご報

告いたします。 

詳細レポート：https://www.works-i.com/research/works-report/2024/works_index_2023.html 

Works Index とは 

日本における個人の働き方を可視化、その上で状態を評価することを目的に、個人が生き生きと働き続けら

れる状況を理想に作られた指標です。「Ⅰ就業の安定（安定性）」「Ⅱ生計の自立（経済性）」「Ⅲワークライフ

バランス（継続性）」「Ⅳ学習・訓練（発展性）」「Ⅴディーセントワーク（健全性）」の 5 つのインデックス（大

項目）で構成されます。 

Topics 

1. ワークライフバランス（IndexⅢ）は前年に続き上昇し、長時間労働が問題視されてきた男性の 20～40 代

を中心に残業時間の縮減が進んだ。有給休暇取得率や勤務時間・勤務場所の自由度の改善も続き、広い層

で無理なく働き続けられる状況に近づいた。また、女性が正規雇用として継続的に働き続けられる環境の

整備にもつながっており、就業の安定（IndexⅠ）も上昇した。

2. 物価上昇の影響を受け、生計の自立（IndexⅡ）はわずかに低下した。中でも非就業者が多いシニア層を中

心に預貯金を切り崩す人が増え、生活の厳しさが見受けられる。

3. 仕事に関する学びについては、正規雇用者・非正規雇用者ともに、企業が提供する Off-JT などの機会が前

年に続き増えているのに対し、自発的な学びは増えておらず、学習・訓練（IndexⅣ）はわずかな上昇にと

どまった。

4. 業務負荷の増加に歯止めがかかる様子が見られる一方で、ハラスメントや差別を見聞きする機会が増えた

ことで、ディーセントワーク（IndexⅤ）は低下した。

Works Index 2023 Works Index の推移 

https://www.works-i.com/research/works-report/2024/works_index_2023.html
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本件に関する 

お問い合わせ先 

 リクルートグループについて 

1960年の創業以来、リクルートグループは、就職・結婚・進学・住宅・自動車・旅行・飲食・美容などの領域において、一人

ひとりのライフスタイルに応じたより最適な選択肢を提供してきました。現在、HRテクノロジー、マッチング&ソリューショ

ン、人材派遣の3事業を軸に、60を超える国・地域で事業を展開しています。リクルートグループは、新しい価値の創造を通

じ、社会からの期待に応え、一人ひとりが輝く豊かな世界の実現に向けて、より多くの『まだ、ここにない、出会い。』を提

供していきます。  

詳しくはこちらをご覧ください。  

リクルートグループ：https://recruit-holdings.com/ja/  リクルート：https://www.recruit.co.jp/ 

https://www.recruit.co.jp/support/form/
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